岩美町高齢者運転免許自主返納支援事業実施要綱

（目的）

第１条　この要綱は、近年増加傾向にある高齢者の交通事故を減少させるため、運転免許を自主返納した高齢者に対する支援事業（岩美町高齢者運転免許自主返納支援事業。以下「支援事業」という。）について定め、運用することにより、安全・安心な地域社会の実現を図ることを目的とする。

（定義）

第２条　この要綱における用語の意義は、次の各号に掲げるとおりとする。

（１）運転免許　道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第８４条に規定する運転免許をいう。
（２）自主返納　本人の申請により、運転免許の全部が取り消されることをいう。

（３）高齢者　７０歳以上の者をいう。

（支援の対象者）
第３条　支援事業の対象者は、運転免許を自主返納した時点において、岩美町の住民基本台帳に記録されている高齢者又は免許期限が平成３１年４月１日以降の運転免許証を更新せず、今後自動車の運転をしない高齢者とする。
（支援の内容）

第４条　支援事業の内容は、次の各号に掲げるもののいずれか（以下「乗車券等」という）とし、希望するものを１万円相当の範囲内で１回のみ提供するものとする。

（１）岩美町町営バスの回数券
（２）日本交通路線バスの回数券
（３）タクシー利用券
（交付の申請）

第５条　前条第１号から第３号に掲げる支援を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、岩美町高齢者運転免許自主返納支援事業申請書（様式第１号）に希望する支援内容の他必要事項を記載のうえ、鳥取県公安委員会が発行する「申請による運転免許の取消通知書」の写し又は失効した「運転免許証」の写し及び同意書（様式第２号）を添えて、町長に申請しなければならない。
２　前項の申請は、窓口受付によるものとし、運転免許の取消日又は運転免許の期限の日から１年以内（当該期日の最終日が閉庁日の場合は、翌開庁日まで）に行わなければならない。ただし、町長が特別な理由があると認める場合は、申請する期間を延長することができる。
（支援の交付要件等）
第６条　申請者、又はその世帯内の者に町税又は町公共料金等の未納があるときは、乗車券等の交付をしないものとする。ただし、分割納付を誓約どおり履行しているなど、誠実性が認められる場合は除く。
（支援の決定と実施）

第７条　町長は、第５条の規定による申請書を受理したときは、その内容を審査のうえ、支援の可否を決定する。町長は、支援を行うことを決定した場合は、申請者に対して、岩美町高齢者運転免許自主返納支援可否決定通知書（様式第３号）及び乗車券等を交付するものとする。また、町長は、支援を行わないと決定した場合は、岩美町高齢者運転免許自主返納支援可否決定通知書（様式第３号）にその理由を記載のうえ、申請者に対して、その旨を通知するものとする。
（乗車券等の取扱い）

第８条　前条の規定による支援の決定を受けた者（以下「被支援者」という。）が乗車券等を紛失した場合、町長は乗車券等の再交付はしないものとする。
２　被支援者は、交付を受けた乗車券等を換金してはならない。
３　乗車券等の有効期限は、発行日から１年間とする。
（支援の取消し）

第９条　町長は、被支援者が虚偽その他不正な手段により支援を受けた場合は、支援の全部または一部を取り消さなければならない。
（取消し内容）
第１０条　町長は前条の規定による支援の取消しを行ったときは、当該取消しに係る者に対し、未使用の乗車券等又は使用された乗車券等の額面相当額の返還を命ずることとする。
（助成乗車券の代金請求）
第１１条　タクシー事業者は、本事業により交付されたタクシー利用券による乗車があったときは、その翌月１０日までに使用された利用券を添付して町長に対し、代金を請求しなければならない。

（助成乗車券の精算）
第１２条　町長は、前条の規定による代金の請求があったときは、速やかに代金を支払うものとする。
（雑則）

第１３条　この要綱に定めない事項については、町長が別に定める。

附　則　

　この要綱は、平成３１年５月７日から施行し、平成３１年４月１日の運転免許取り消しから適用する。

